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水空間へたくさんの人々を誘っている。

現地調査では猛暑にもかかわらず数人の方がジョギングを楽

しむ姿が見られ、市民に親しまれている景観資源といえる。



TOPICS

2

会議所の動き

3

　
平
成
30
年
７
月
11
日
、
岸
和
田
商
工
会

議
所
に
お
い
て
、
第
４
６
３
回
常
議
員
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
70
周
年
記

念
事
業
の
報
告
を
は
じ
め
と
す
る
各
議
案

に
つ
い
て
の
審
議
が
行
わ
れ
、
各
議
案
は
、

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

【
議
案
事
項
】

　
◆
70
周
年
記
念
事
業
の
報
告
に
関
す
る

　
　
件

　
◆
商
工
祭
関
連
事
業
の
取
組
等
に
関
す

　
　
る
件

　
◆
議
員
視
察
見
学
会
に
関
す
る
件

　
◆
部
会
組
織
の
見
直
し
に
関
す
る
件

　
◆
そ
の
他

　
　
働
き
方
改
革
と
企
業
経
営
に
つ
い
て

【
報
告
事
項
】

　
◆
泉
州
地
域
広
域
観
光
連
携
協
議
会
の

　
　
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
◆
新
入
会
員
加
入
承
認
に
つ
い
て

　
◆
前
回
常
議
員
会
・
議
員
総
会
以
降
の

　
　
主
た
る
行
事
並
び
に
本
日
以
降
の
行

　
　
事
に
つ
い
て

　
平
成
30
年
７
月
26
日
、「
ベ
ン
チ
ャ
ー

型
事
業
承
継
の
ス
ス
メ
」
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、「
ベ
ン
チ
ャ
ー
型
事
業
承
継
」

の
名
付
け
親
で
あ
る
山
野
千
枝
氏
（
一
般

社
団
法
人
ベ
ン
チ
ャ
ー
型
事
業
承
継 
代

表
理
事
）
を
は
じ
め
、
大
井
大
輔
氏
（
㈱

日
本
Ｆ
Ｂ
Ｍ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ 

代
表

取
締
役
） 

、
前
田
紘
妙
氏
（
Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｃ

Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
㈱ 

代
表
取
締
役
）
を

講
師
に
お
招
き
し
、
中
小
企
業
に
お
け
る

『
家
業
』
が
持
つ
有
形
無
形
の
経
営
資
源

を
最
大
限
に
活
用
し
、
市
場
リ
ス
ク
や

マ
ー
ケ
ッ
ト
障
壁
に
果
敢
に
立
ち
向
か
う

新
規
事
業
や
業
態
転
換
、
新
市
場
開
拓
な

ど
、
新
た
な
領
域
に
挑
戦
す
る
た
め
の
事

業
承
継
の
考
え
方
に
つ
い
て
講
義
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
外
国
人
を
社
員
と
し
て
迎
え
る
企
業
や

外
国
人
実
習
生
を
受
け
入
れ
た
い
と
考
え

る
企
業
が
増
え
、
外
国
人
の
採
用
や
労
務

管
理
の
必
要
性
が
高
ま
る
中
、
当
所
で
は

池
田
泉
州
銀
行
、
岸
和
田
市
と
連
携
し
て

平
成
30
年
６
月
26
日
、
外
国
人
活
用
基
礎

講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
講
座
で
は
、
外
国
人
を
雇
用
す
る
場
合

の
諸
手
続
き
、
外
国
人
技
能
実
習
制
度
の

入
国
か
ら
帰
国
ま
で
の
流
れ
、
技
能
実
習

体
制
、
外
国
人
技
能
実
習
生
の
受
入
の
ポ

イ
ン
ト
な
ど
に
つ
い
て
詳
し
く
解
説
を
行

い
ま
し
た
。

　
受
講
者
か
ら
は
、「
今
後
の
外
国
人
活

用
を
進
め
る
上
で
非
常
に
役
に
立
っ
た
」

な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

外
国
人
活
用
基
礎
講
座

ベ
ン
チ
ャ
ー
型
事
業
承
継
の
ス
ス
メ

〜
創
業
的
事
業
承
継
と
そ
の
成
功
事
例
〜

第
４
６
３
回
常
議
員
会

む
こ
と
で
そ
の
効
果
が
極
大
化
で

き
る
モ
デ
ル
観
光
ル
ー
ト
の
設
定

や
観
光
商
品
の
開
発
に
向
け
た
調

査
に
つ
い
て
の
進
め
方
を
話
し
合

い
ま
し
た
。

　
今
後
、
引
き
続
き
、
泉
州
な
ら

で
は
の
立
ち
寄
り
ス
ポ
ッ
ト
や
行

列
の
で
き
る
店
、
こ
だ
わ
り
グ
ル

メ
、
歴
史
や
文
化
を
肌
で
感
じ
る

ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
巡
る
サ
イ
ク
リ

ン
グ
コ
ー
ス
の
整
備
な
ど
、
関
空

イ
ン
・
ア
ウ
ト
の
外
国
人
観
光
客

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る
着
地
型
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
商
品
の
開
発
に
向
け

て
調
査
研
究
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ン
グ
コ
ー
ス
を
提
案
す
る
な
ど
、

新
し
い
着
地
型
観
光
モ
デ
ル
を
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

　
第
１
回
委
員
会
で
は
、ま
ず
「
委

員
会
」
を
立
ち
上
げ
た
経
緯
と
事

業
の
目
的
、
事
業
の
実
施
体
制
を

確
認
し
た
後
、
泉
州
地
域
の
着
地

型
観
光
の
可
能
性
に
つ
い
て
協
議

を
行
い
ま
し
た
。
協
議
の
中
で
は
、

活
発
な
意
見
交
換
や
専
門
家
か
ら

の
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
り
、
今
あ
る

泉
州
地
域
の
豊
富
か
つ
多
様
な
資

源
・
魅
力
を
最
も
効
果
的
に
提
供

で
き
る
組
み
合
わ
せ
や
融
合
パ

タ
ー
ン
の
調
査
、
広
域
で
取
り
組

　
地
域
力
活
用
新
事
業
∞
全
国
展

開
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
採
択
を
受

け
、
泉
州
地
域
広
域
観
光
連
携
協

議
会
（
＝
泉
州
地
域
の
７
商
工
会

議
所-

堺
・
高
石
・
泉
大
津
・
和
泉
・

岸
和
田
・
貝
塚
・
泉
佐
野

-

）
内

に
「
泉
州
地
域
の
着
地
型
観
光
調

査
研
究
委
員
会
」
を
設
置
し
、
７

月
24
日
に
岸
和
田
商
工
会
議
所
に

お
い
て
、
第
１
回
委
員
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
本
委
員
会
は
、
観
光
振
興
や
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
誘
致
に
連
携
し
て
取

り
組
む
為
、
泉
州
地
域
の
歴
史
的
・

文
化
的
資
源
の
融
合
に
よ
る
着
地

型
観
光
の
可
能
性
に
つ
い
て
調
査

研
究
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設

置
さ
れ
、
泉
州
地
域
の
７
商
工
会

議
所
、
７
市
の
行
政
機
関
、
事
業

者
等
で
構
成
し
、
専
門
家
の
方
の

指
導
・
助
言
を
受
け
て
調
査
研
究

を
進
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
委

員
会
に
は
、
７
商
工
会
議
所
の
中

堅
・
若
手
職
員
７
名
で
構
成
す
る

ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
も
加
わ
り
、

泉
州
地
域
の
サ
イ
ク
ル
ル
ー
ト
の

試
走
及
び
先
進
地
の
視
察
調
査
を

行
い
な
が
ら
、
泉
州
な
ら
で
は
の

地
域
資
源
を
活
用
し
た
サ
イ
ク
リ

泉
州
地
域
広
域
観
光
連
携
協
議
会

立ち寄りスポットや行列のできる店、こだわりグルメ、

歴史や文化を肌で感じるポイントなどの“泉州ならでは”を調査

- 第１回 泉州地域の着地型観光調査研究委員会を開催 -
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地
域
の
７
商
工
会

議
所
、
７
市
の
行
政
機
関
、
事
業

者
等
で
構
成
し
、
専
門
家
の
方
の

指
導
・
助
言
を
受
け
て
調
査
研
究

を
進
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
委

員
会
に
は
、
７
商
工
会
議
所
の
中

堅
・
若
手
職
員
７
名
で
構
成
す
る

ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
も
加
わ
り
、

泉
州
地
域
の
サ
イ
ク
ル
ル
ー
ト
の

試
走
及
び
先
進
地
の
視
察
調
査
を

行
い
な
が
ら
、
泉
州
な
ら
で
は
の

地
域
資
源
を
活
用
し
た
サ
イ
ク
リ

泉
州
地
域
広
域
観
光
連
携
協
議
会

立ち寄りスポットや行列のできる店、こだわりグルメ、

歴史や文化を肌で感じるポイントなどの“泉州ならでは”を調査

- 第１回 泉州地域の着地型観光調査研究委員会を開催 -
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平
成
30
年
６
月
27
日
、
青
年
部
６
月
度

定
例
会
と
し
て
、
吉
田
大
助
氏（
平
成
29
年

度
日
本
商
工
会
議
所
青
年
部
会
長
）
を
講

師
に
お
招
き
し
、『
名
も
な
き
ヒ
ー
ロ
ー
に

課
せ
ら
れ
た
使
命
』
～
考
動
す
る
Ｙ
Ｅ
Ｇ

に
で
き
る
こ
と
と
は
～
と
い
う
テ
ー
マ
で

講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
講
演
会
に
は
当
所
青
年
部
メ
ン
バ
ー
の

ほ
か
、
菊
野
会
長
を
は
じ
め
と
す
る
大
阪

府
商
工
会
議
所
青
年
部
連
合
会
役
員
の

方
々
、
講
師
の
吉
田
氏
が
所
属
す
る
岡
山

商
工
会
議
所
青
年
部
の
方
々
に
も
ご
参
加

頂
き
、30
名
の
定
例
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
講
演
会
で
は
、
青
年
部
と
は
ど
う
い
っ

た
組
織
な
の
か
、
全
国
の
青
年
部
組
織
の

現
状
、
青
年
部
を
通
じ
て
得
る
こ
と
の
で

き
る
経
営
者
と
し
て
の
メ
リ
ッ
ト
、
視
野

を
広
げ
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
掴
み
と
る

の
は
ど
う
い
っ
た
人
々
な
の
か
等
、
青
年

部
活
動
の
意
味
を
様
々
な
視
点
か
ら
説
明

し
て
頂
き
、
そ
の
中
で
青
年
部
に
所
属
す

る
事
と
青
年
部
活
動
に
参
加
す
る
事
の
違

い
を
事
例
を
交
え
な
が
ら
ご
講
演
頂
き
ま

し
た
。当
日
は
、
青

年
部
に
入
会
し
た

ば
か
り
の
メ
ン

バ
ー
も
参
加
し
て

お
り
、
今
後
の
青

年
部
活
動
に
意
欲

を
持
っ
て
取
り
組

む
良
い
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

　
講
演
会
終
了
後

は
、
懇
親
会
を
開

催
し
、
他
単
会
の

メ
ン
バ
ー
と
様
々

な
情
報
交
換
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
平
成
30
年
７
月
19
日
、
岸
和
田
商
工
会

議
所
に
お
い
て
萩
原
謡
子
氏
（
大
阪
音
楽

大
学
ピ
ア
ノ
科
卒
業
／
ク
ラ
ヴ
ィ
ー
ア
・

ク
ラ
ッ
セ
萩
原
謡
子
ピ
ア
ノ
教
室
主
宰
）

に
よ
る
「
ハ
ッ
ピ
ー
ｍ
ｕ
ｓ
ｉ
ｃ
セ
ミ

ナ
ー
＆
コ
ン
サ
ー
ト
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　
第
１
部
の
ｍ
ｕ
ｓ
ｉ
ｃ
セ
ミ
ナ
ー
で

は
、
ピ
ア
ノ
に
合
わ
せ
て
、
表
情
筋
ス
ト

レ
ッ
チ
や
腹
式
呼
吸
で
体
を
ほ
ぐ
し
た

後
、
日
本
人
の
死
因
第
３
位
で
あ
る
肺
炎

の
中
で
も
最
も
多
い
誤
嚥
性
肺
炎
予
防
の

た
め
に
、
の
ど
や
舌
な
ど
の
筋
力
強
化
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。
健
康
だ
け

で
な
く
、
美
や
若
さ
を
保
つ
た
め
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
だ
け
あ
っ
て
、
皆
さ
ん
熱
心

に
参
加
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
第
２
部
の
童
謡
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
ピ

ア
ノ
ソ
ロ
や
歌
、
連
弾
な
ど
で
多
く
の
童

謡
を
聴
か
せ
て
い
た
だ
き
、
皆
さ
ん
口
ず

さ
ん
だ
り
、
体
を
揺
ら
し
た
り
と
、
ゆ
っ
た

り
と
し
た
雰
囲
気
の
中
で
楽
し
い
ひ
と
時

を
過
ご
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
猛
暑
の
中
、
当
所
女
性
会
の
メ

ン
バ
ー
を
は
じ
め
、
近
隣
の
貝
塚
・
泉
佐

野
・
泉
大
津
・
和
泉
の
女
性
会
の
皆
様
な

ら
び
に
岸
和
田
女
性
会
議
の
皆
様
に
も
ご

参
加
い
た
だ
き
盛
会
と
な
り
ま
し
た
。

女
性
会
活
動
報
告

「
ハ
ッ
ピ
ー
ｍ
ｕ
ｓ
ｉ
ｃ
セ
ミ
ナ
ー
＆
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
開
催

青
年
部
活
動
報
告

６
月
度
定
例
会
を
開
催

岸和田商工会議所では、新たにご入会頂ける会員様を随意募集しています。
入会をご希望される事業所がございましたら、ご紹介頂きますようお願い
申し上げます。ご連絡を頂きましたら、職員がご説明にお伺いします。

ご入会に関するお問い合わせは

岸和田商工会議所まで

072-439-5023

株式会社昭光電業社 岸和田市尾生町 建設電気設備工事

ビギンズ会計事務所 岸和田市宮前町 サービス税理士事務所

ＳＯＵＷＡ 岸和田市上松町 建設コンクリート検査

株式会社都エンタープライズ 岸和田市宮本町 サービス介護福祉事業、ホテル事業

荒木鍼灸整骨院 岸和田市荒木町 サービス鍼灸整骨院

三輪金属株式会社 岸和田市港緑町 鉄工機器工業角形鋼管製造、加工

Ｇｏｏｄ　Ｌｉｆｅ協同組合 富田林市須賀 サービス岩塩や鉱石等の材料の共同購買事業

ドッグサロン Ｃｈｉｅｎ Ｂａｔｅａｕ 岸和田市野田町 サービスペット美容業

(順不同・敬称略）

事業所名 所在地 事業内容 所属部会

新 入会員のご紹介
NEW MEMBER ご入会、誠にありがとうございます。

-Thank you for joining-



会議所の動き

4

会員情報

5

　
平
成
30
年
６
月
27
日
、
青
年
部
６
月
度

定
例
会
と
し
て
、
吉
田
大
助
氏（
平
成
29
年

度
日
本
商
工
会
議
所
青
年
部
会
長
）
を
講

師
に
お
招
き
し
、『
名
も
な
き
ヒ
ー
ロ
ー
に

課
せ
ら
れ
た
使
命
』
～
考
動
す
る
Ｙ
Ｅ
Ｇ

に
で
き
る
こ
と
と
は
～
と
い
う
テ
ー
マ
で

講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
講
演
会
に
は
当
所
青
年
部
メ
ン
バ
ー
の

ほ
か
、
菊
野
会
長
を
は
じ
め
と
す
る
大
阪

府
商
工
会
議
所
青
年
部
連
合
会
役
員
の

方
々
、
講
師
の
吉
田
氏
が
所
属
す
る
岡
山

商
工
会
議
所
青
年
部
の
方
々
に
も
ご
参
加

頂
き
、30
名
の
定
例
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
講
演
会
で
は
、
青
年
部
と
は
ど
う
い
っ

た
組
織
な
の
か
、
全
国
の
青
年
部
組
織
の

現
状
、
青
年
部
を
通
じ
て
得
る
こ
と
の
で

き
る
経
営
者
と
し
て
の
メ
リ
ッ
ト
、
視
野

を
広
げ
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
掴
み
と
る

の
は
ど
う
い
っ
た
人
々
な
の
か
等
、
青
年

部
活
動
の
意
味
を
様
々
な
視
点
か
ら
説
明

し
て
頂
き
、
そ
の
中
で
青
年
部
に
所
属
す

る
事
と
青
年
部
活
動
に
参
加
す
る
事
の
違

い
を
事
例
を
交
え
な
が
ら
ご
講
演
頂
き
ま

し
た
。当
日
は
、
青

年
部
に
入
会
し
た

ば
か
り
の
メ
ン

バ
ー
も
参
加
し
て

お
り
、
今
後
の
青

年
部
活
動
に
意
欲

を
持
っ
て
取
り
組

む
良
い
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

　
講
演
会
終
了
後

は
、
懇
親
会
を
開

催
し
、
他
単
会
の

メ
ン
バ
ー
と
様
々

な
情
報
交
換
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
平
成
30
年
７
月
19
日
、
岸
和
田
商
工
会

議
所
に
お
い
て
萩
原
謡
子
氏
（
大
阪
音
楽

大
学
ピ
ア
ノ
科
卒
業
／
ク
ラ
ヴ
ィ
ー
ア
・

ク
ラ
ッ
セ
萩
原
謡
子
ピ
ア
ノ
教
室
主
宰
）

に
よ
る
「
ハ
ッ
ピ
ー
ｍ
ｕ
ｓ
ｉ
ｃ
セ
ミ

ナ
ー
＆
コ
ン
サ
ー
ト
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　
第
１
部
の
ｍ
ｕ
ｓ
ｉ
ｃ
セ
ミ
ナ
ー
で

は
、
ピ
ア
ノ
に
合
わ
せ
て
、
表
情
筋
ス
ト

レ
ッ
チ
や
腹
式
呼
吸
で
体
を
ほ
ぐ
し
た

後
、
日
本
人
の
死
因
第
３
位
で
あ
る
肺
炎

の
中
で
も
最
も
多
い
誤
嚥
性
肺
炎
予
防
の

た
め
に
、
の
ど
や
舌
な
ど
の
筋
力
強
化
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。
健
康
だ
け

で
な
く
、
美
や
若
さ
を
保
つ
た
め
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
だ
け
あ
っ
て
、
皆
さ
ん
熱
心

に
参
加
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
第
２
部
の
童
謡
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
ピ

ア
ノ
ソ
ロ
や
歌
、
連
弾
な
ど
で
多
く
の
童

謡
を
聴
か
せ
て
い
た
だ
き
、
皆
さ
ん
口
ず

さ
ん
だ
り
、
体
を
揺
ら
し
た
り
と
、
ゆ
っ
た

り
と
し
た
雰
囲
気
の
中
で
楽
し
い
ひ
と
時

を
過
ご
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
猛
暑
の
中
、
当
所
女
性
会
の
メ

ン
バ
ー
を
は
じ
め
、
近
隣
の
貝
塚
・
泉
佐

野
・
泉
大
津
・
和
泉
の
女
性
会
の
皆
様
な

ら
び
に
岸
和
田
女
性
会
議
の
皆
様
に
も
ご

参
加
い
た
だ
き
盛
会
と
な
り
ま
し
た
。

女
性
会
活
動
報
告

「
ハ
ッ
ピ
ー
ｍ
ｕ
ｓ
ｉ
ｃ
セ
ミ
ナ
ー
＆
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
開
催

青
年
部
活
動
報
告

６
月
度
定
例
会
を
開
催

岸和田商工会議所では、新たにご入会頂ける会員様を随意募集しています。
入会をご希望される事業所がございましたら、ご紹介頂きますようお願い
申し上げます。ご連絡を頂きましたら、職員がご説明にお伺いします。

ご入会に関するお問い合わせは

岸和田商工会議所まで

072-439-5023

株式会社昭光電業社 岸和田市尾生町 建設電気設備工事

ビギンズ会計事務所 岸和田市宮前町 サービス税理士事務所

ＳＯＵＷＡ 岸和田市上松町 建設コンクリート検査

株式会社都エンタープライズ 岸和田市宮本町 サービス介護福祉事業、ホテル事業

荒木鍼灸整骨院 岸和田市荒木町 サービス鍼灸整骨院

三輪金属株式会社 岸和田市港緑町 鉄工機器工業角形鋼管製造、加工

Ｇｏｏｄ　Ｌｉｆｅ協同組合 富田林市須賀 サービス岩塩や鉱石等の材料の共同購買事業

ドッグサロン Ｃｈｉｅｎ Ｂａｔｅａｕ 岸和田市野田町 サービスペット美容業

(順不同・敬称略）

事業所名 所在地 事業内容 所属部会

新 入会員のご紹介
NEW MEMBER ご入会、誠にありがとうございます。

-Thank you for joining-



6

コラム

7

坂本　光司／さかもと・こうじ

人を大切にする経営学会会長。

１９４７年生まれ。福井県立大学教授、静岡文化芸術大学教授、

法政大学大学院政策創造研究科（地域づくり大学院）教授、同

静岡サテライトキャンパス長などを歴任。国や県、市町、商工

会議所などの審議会・委員会の委員を多数兼務している。

程
で
一
般
的
に
使
用
さ
れ
る
「
乳

化
に
が
り
」
や
「
消
泡
剤
」
の
不

使
用
宣
言
を
し
た
の
も
同
社
で
あ

る
。
加
え
て
言
え
ば
、
日
持
ち
の

す
る
豆
腐
の
製
造
技
術
で
あ
る
「
一

丁
寄
せ
製
法
」
を
開
発
し
た
の
も

同
社
で
あ
る
。
同
社
が
業
界
の
イ

ノ
ベ
ー
タ
ー
と
い
わ
れ
る
ゆ
え
ん

も
こ
う
し
た
こ
と
に
あ
る
。

　
先
般
、
機
会
が
あ
っ
て
、
同
社

の
十
和
田
工
場
を
訪
問
し
た
が
、

そ
の
食
品
づ
く
り
へ
の
強
い
思
い

は
、
生
産
環
境
面
は
も
と
よ
り
、

人
財
育
成
の
面
で
も
強
く
感
じ
る

こ
と
が
で
き
た
。

も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
ミ
ニ
サ
イ

ズ
の
豆
腐
「
ミ
ニ
や
っ
こ
」
や
「
昆

布
入
り
た
れ
付
き
納
豆
」
な
ど
が

そ
う
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
新
商
品
開
発
の
努
力

が
実
り
、
売
上
高
は
創
業
当
初
の

数
千
万
円
か
ら
今
や
１
７
０
億
円

に
ま
で
拡
大
し
た
だ
け
で
な
く
、

そ
の
売
上
比
率
も
大
き
く
変
わ
っ

た
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
現
在

は
豆
腐
が
45
％
、
も
や
し
が
14
％
、

油
揚
げ
が
13
％
と
な
り
、
か
つ
て

１
０
０
％
商
品
で
あ
っ
た
納
豆
は
、

今
や
10
％
以
下
と
な
っ
て
い
る
。

　
同
社
が
、
顧
客
か
ら
高
い
評
価

を
受
け
て
き
た
の
は
、
単
に
こ
う

し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
商
品
づ
く
り
を

し
て
き
た
か
ら
だ
け
で
は
な
い
。

そ
れ
は
同
社
が
こ
の
間
、「
偽
物
は

つ
く
ら
な
い
・
売
ら
な
い…

…

」

と
い
う
方
針
の
下
、徹
底
的
に
安
全
・

安
心
に
こ
だ
わ
っ
た
新
商
品
づ
く

り
を
し
て
き
た
か
ら
で
も
あ
る
。

　
例
え
ば
、
わ
が
国
で
最
初
に
「
遺

伝
子
組
み
換
え
大
豆
不
使
用
宣
言
」

を
し
た
の
も
、
ま
た
豆
腐
製
造
工

　
青
森
県
三
戸
郡
三
戸
町
に
太
子

食
品
工
業
株
式
会
社
と
い
う
社
名

の
食
品
メ
ー
カ
ー
が
あ
る
。
現
在

の
主
事
業
は
「
豆
腐
」「
も
や
し
」「
納

豆
」
な
ど
、
日
配
食
品
の
製
造
販

売
で
あ
り
、
豆
腐
で
は
知
ら
れ
た

企
業
で
あ
る
。

　
創
業
は
今
か
ら
78
年
前
の
１
９

４
０
年
、
青
森
県
三
戸
郡
南
部
町

で
、
現
社
長
の
工
藤
茂
雄
氏
の
父

が
中
心
と
な
り
、
納
豆
の
製
造
販

売
を
行
う
家
業
的
企
業
と
し
て
ス

タ
ー
ト
し
た
。
そ
の
後
、
戦
争
に

よ
る
混
乱
や
大
手
企
業
と
の
あ
つ

れ
き
、
さ
ら
に
は
東
日
本
大
震
災

の
風
評
被
害
な
ど
、
幾
多
の
困
難

も
あ
っ
た
が
「
地
域
を
代
表
す
る

い
い
会
社
に
な
り
た
い…

…

」
と

い
う
夢
と
希
望
を
胸
に
、
後
継
者

を
中
心
と
し
て
全
社
員
が
そ
の
思

い
を
結
集
さ
せ
、
火
の
玉
集
団
と

化
し
て
経
営
革
新
の
努
力
を
し
て

き
た
。

　
そ
の
か
い
あ
っ
て
、
現
在
で
は
社

員
数
６
４
０
人
、
売
上
高
は
１
７
０

億
円
と
い
う
、
青
森
県
ど
こ
ろ
か
全

国
で
も
有
数
の
食
品
メ
ー
カ
ー
に
ま

で
成
長
・
発
展
し
て
い
る
。
同
社
の

成
長
・
発
展
の
要
因
は
多
々
あ
る
が
、

そ
の
最
大
の
要
因
は
、
本
物
に
こ
だ

わ
る
新
商
品
の
開
発
力
と
、
そ
の
確

か
な
商
品
化
の
た
め
の
生
産
技
術

力
、
そ
し
て
そ
の
管
理
力
の
高
さ
と

思
わ
れ
る
。

　
事
実
、
同
社
が
創
業
し
た
当
初

は
、
納
豆
だ
け
の
小
さ
な
製
造
販

売
企
業
で
あ
っ
た
が
、
一
貫
し
て
、

市
場
に
支
持
さ
れ
る
新
し
い
本
物

の
商
品
づ
く
り
に
注
力
し
て
き
た
。

し
か
も
開
発
す
る
新
商
品
は
、
他

社
の
物
ま
ね
商
品
で
は
な
く
、
い

ず
れ
も
本
邦
初
と
い
う
画
期
的
な

本
物
に
こ
だ
わ
り
成
長
発
展
す
る
『
太
子
食
品
工
業
』
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坂本　光司／さかもと・こうじ

人を大切にする経営学会会長。

１９４７年生まれ。福井県立大学教授、静岡文化芸術大学教授、

法政大学大学院政策創造研究科（地域づくり大学院）教授、同

静岡サテライトキャンパス長などを歴任。国や県、市町、商工

会議所などの審議会・委員会の委員を多数兼務している。

程
で
一
般
的
に
使
用
さ
れ
る
「
乳

化
に
が
り
」
や
「
消
泡
剤
」
の
不

使
用
宣
言
を
し
た
の
も
同
社
で
あ

る
。
加
え
て
言
え
ば
、
日
持
ち
の

す
る
豆
腐
の
製
造
技
術
で
あ
る
「
一

丁
寄
せ
製
法
」
を
開
発
し
た
の
も

同
社
で
あ
る
。
同
社
が
業
界
の
イ

ノ
ベ
ー
タ
ー
と
い
わ
れ
る
ゆ
え
ん

も
こ
う
し
た
こ
と
に
あ
る
。

　
先
般
、
機
会
が
あ
っ
て
、
同
社

の
十
和
田
工
場
を
訪
問
し
た
が
、

そ
の
食
品
づ
く
り
へ
の
強
い
思
い

は
、
生
産
環
境
面
は
も
と
よ
り
、

人
財
育
成
の
面
で
も
強
く
感
じ
る

こ
と
が
で
き
た
。

も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
ミ
ニ
サ
イ

ズ
の
豆
腐
「
ミ
ニ
や
っ
こ
」
や
「
昆

布
入
り
た
れ
付
き
納
豆
」
な
ど
が

そ
う
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
新
商
品
開
発
の
努
力

が
実
り
、
売
上
高
は
創
業
当
初
の

数
千
万
円
か
ら
今
や
１
７
０
億
円

に
ま
で
拡
大
し
た
だ
け
で
な
く
、

そ
の
売
上
比
率
も
大
き
く
変
わ
っ

た
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
現
在

は
豆
腐
が
45
％
、
も
や
し
が
14
％
、

油
揚
げ
が
13
％
と
な
り
、
か
つ
て

１
０
０
％
商
品
で
あ
っ
た
納
豆
は
、

今
や
10
％
以
下
と
な
っ
て
い
る
。

　
同
社
が
、
顧
客
か
ら
高
い
評
価

を
受
け
て
き
た
の
は
、
単
に
こ
う

し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
商
品
づ
く
り
を

し
て
き
た
か
ら
だ
け
で
は
な
い
。

そ
れ
は
同
社
が
こ
の
間
、「
偽
物
は

つ
く
ら
な
い
・
売
ら
な
い…

…

」

と
い
う
方
針
の
下
、徹
底
的
に
安
全
・

安
心
に
こ
だ
わ
っ
た
新
商
品
づ
く

り
を
し
て
き
た
か
ら
で
も
あ
る
。

　
例
え
ば
、
わ
が
国
で
最
初
に
「
遺

伝
子
組
み
換
え
大
豆
不
使
用
宣
言
」

を
し
た
の
も
、
ま
た
豆
腐
製
造
工

　
青
森
県
三
戸
郡
三
戸
町
に
太
子

食
品
工
業
株
式
会
社
と
い
う
社
名

の
食
品
メ
ー
カ
ー
が
あ
る
。
現
在

の
主
事
業
は
「
豆
腐
」「
も
や
し
」「
納

豆
」
な
ど
、
日
配
食
品
の
製
造
販

売
で
あ
り
、
豆
腐
で
は
知
ら
れ
た

企
業
で
あ
る
。

　
創
業
は
今
か
ら
78
年
前
の
１
９

４
０
年
、
青
森
県
三
戸
郡
南
部
町

で
、
現
社
長
の
工
藤
茂
雄
氏
の
父

が
中
心
と
な
り
、
納
豆
の
製
造
販

売
を
行
う
家
業
的
企
業
と
し
て
ス

タ
ー
ト
し
た
。
そ
の
後
、
戦
争
に

よ
る
混
乱
や
大
手
企
業
と
の
あ
つ

れ
き
、
さ
ら
に
は
東
日
本
大
震
災

の
風
評
被
害
な
ど
、
幾
多
の
困
難

も
あ
っ
た
が
「
地
域
を
代
表
す
る

い
い
会
社
に
な
り
た
い…

…

」
と

い
う
夢
と
希
望
を
胸
に
、
後
継
者

を
中
心
と
し
て
全
社
員
が
そ
の
思

い
を
結
集
さ
せ
、
火
の
玉
集
団
と

化
し
て
経
営
革
新
の
努
力
を
し
て

き
た
。

　
そ
の
か
い
あ
っ
て
、
現
在
で
は
社

員
数
６
４
０
人
、
売
上
高
は
１
７
０

億
円
と
い
う
、
青
森
県
ど
こ
ろ
か
全

国
で
も
有
数
の
食
品
メ
ー
カ
ー
に
ま

で
成
長
・
発
展
し
て
い
る
。
同
社
の

成
長
・
発
展
の
要
因
は
多
々
あ
る
が
、

そ
の
最
大
の
要
因
は
、
本
物
に
こ
だ

わ
る
新
商
品
の
開
発
力
と
、
そ
の
確

か
な
商
品
化
の
た
め
の
生
産
技
術

力
、
そ
し
て
そ
の
管
理
力
の
高
さ
と

思
わ
れ
る
。

　
事
実
、
同
社
が
創
業
し
た
当
初

は
、
納
豆
だ
け
の
小
さ
な
製
造
販

売
企
業
で
あ
っ
た
が
、
一
貫
し
て
、

市
場
に
支
持
さ
れ
る
新
し
い
本
物

の
商
品
づ
く
り
に
注
力
し
て
き
た
。

し
か
も
開
発
す
る
新
商
品
は
、
他

社
の
物
ま
ね
商
品
で
は
な
く
、
い

ず
れ
も
本
邦
初
と
い
う
画
期
的
な

本
物
に
こ
だ
わ
り
成
長
発
展
す
る
『
太
子
食
品
工
業
』
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専門相談窓口のご案内
岸和田商工会議所では、 「専門相談窓口」 を設置して、 経営の幅広い分野にわたる悩みやご相談をお受けしています。
弁護士・税理士・弁理士・社会保険労務士などの各分野の専門家が親切かつ丁寧に対応して、 適切なアドバイスをいたします。
ご相談はすべて無料、 もちろん秘密は厳守いたします。 お気軽にご利用ください。
なお、 各相談窓口をご利用の際は、 電話にて事前にご予約をお願いいたします。

法    律

税務・経理

よろず相談

創    業

事業承継

8 月23 日（木）相談日 13:00 ～ 16:00 弁護士〔商取引・不動産取引・中小企業法務〕

9 月25 日（火）相談日 13:00 ～ 16:00 弁護士〔労務・債権回収〕

9 月27 日（木）相談日 13:00 ～ 16:00 弁護士〔商取引・不動産取引・中小企業法務〕

9 月23 日（月）相談日 13:00 ～ 16:00 公認会計士・税理士

8 月22 日（水）相談日 10:00 ～ 16:50 大阪府よろず支援拠点コーディネーター

9 月15 日（水）相談日 10:00 ～ 16:50 大阪府よろず支援拠点コーディネーター

相談日  事前にご希望の日時をご連絡ください。 商工会議所経営指導員

相談日  事前にご希望の日時をご連絡ください。 事業承継コーディネーター

相談の申込み・お問い合わせは

072-439-5023
岸和田商工会議所 中小企業相談所まで

TEL.

小会議室

大会議室

２Ｆ

３Ｆ

２Ｆ

集 会 室 6,000
12,000
9,000
15,000
7,000
10,000

9時～12時

19,000
38,000
28,500
47,500
14,000
20,000

13時～21時

25,000
50,000
37,500
62,500
21,000
30,000

9時～21時

14,000
28,000
21,000
35,000
14,000
20,000

9時～17時

11,000
22,000
16,500
27,500
7,000
10,000

18時～21時

9,000
18,000
13,500
22,500
7,000
10,000

13時～17時 定 員

210名

面 積

356㎡

基本料金

営利料金

基本料金

営利料金

市内

市外

冷房使用料

暖房使用料

1,200
2,400
1,800
3,000
1,000

9時～12時

3,800
7,600
5,700
9,500
2,000

13時～21時

5,000
10,000
7,500
12,500
3,000

9時～21時

2,800
5,600
4,200
7,000
2,000

9時～17時

2,200
4,400
3,300
5,500
1,000

18時～21時

1,800
3,600
2,700
4,500
1,000

13時～17時 定 員

12名

面 積

31㎡

基本料金

営利料金

基本料金

営利料金

市内

市外

冷暖房使用料

2,000
4,000
3,000
5,000
3,000

9時～12時

6,500
13,000
9,750
16,250
6,000

13時～21時

8,500
17,000
12,750
21,250
9,000

9時～21時

4,800
9,600
7,200
12,000
6,000

9時～17時

3,700
7,400
5,550
9,250
3,000

18時～21時

3,000
6,000
4,500
7,500
3,000

13時～17時 定 員 面 積

基本料金

営利料金

基本料金

営利料金

市内

市外

冷暖房使用料

90名 136㎡

【単位：円〈消費税込〉】

【単位：円〈消費税込〉】

【単位：円〈消費税込〉】

※座席のみの場合、400名まで使用可能

※座席のみの場合、150名まで使用可能

注）使用内容によっては、お貸しできない場合があります。また、市外営利目的の場合は、大阪府内の方に限ります。

セミナーや会議、研修など様々なニーズに合わせてお使い頂けます。 貸会議室に関するお問い合わせは

072-439-5287
岸和田市立産業会館 貸室担当岸和田市立産業会館 貸会議室のご案内

熊谷 亮丸（くまがい みつまる）

株式会社大和総研
常務取締役 調査本部副本部長 チーフエコノミスト
財務省、総務省、内閣官房、内閣府、参議院など
の公職を歴任。２０１８年より経済同友会幹事。
２０１１年より株式会社財界研究所「財界賞・経
営者賞」選考委員会　選考委員。

　
今
後
、
わ
が
国
が
取
り
組
む
べ
き
成
長

戦
略
の
「
宝
の
山
」
は
労
働
市
場
改
革
で

あ
る
。

　
労
働
市
場
で
、
安
定
的
な
「
メ
ン
バ
ー

シ
ッ
プ
型
正
社
員
」
と
不
安
定
な
「
非
正

規
労
働
者
」
と
い
う
極
端
な
二
極
化
が
定

着
し
て
い
る
こ
と
は
、
二
つ
の
深
刻
な
構

造
問
題
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。

　
第
一
の
問
題
は
、
労
働
生
産
性
の
低
迷

に
伴
う
国
際
競
争
力
の
低
下
だ
。
す
な
わ

ち
、
正
社
員
は
強
大
な
人
事
権
の
下
で
、

い
わ
ば
「
何
で
も
屋
」
的
な
働
き
方
を
強

い
ら
れ
る
の
で
、
過
重
労
働
問
題
が
深
刻

化
す
る
ケ
ー
ス
が
後
を
絶
た
な
い
。
そ
れ

と
引
き
換
え
に
、
彼
ら
は
事
実
上
の
雇
用

保
障
を
与
え
ら
れ
て
い
る
た
め
、
新
規
成

長
産
業
へ
の
円
滑
な
労
働
移
動
が
遅
れ
、

産
業
構
造
の
変
化
は
停
滞
し
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
弊
害
は
、
非
正
規
労
働
者
へ
の
職

業
訓
練
が
不
十
分
な
こ
と
と
相
ま
っ
て
、

労
働
生
産
性
の
低
迷
を
招
い
て
い
る
。

　
第
二
の
問
題
は
、
国
民
の
将
来
不
安
を

背
景
と
す
る
、
個
人
消
費
の
低
迷
や
少
子

化
の
進
展
だ
。
格
差
固
定
化
の
懸
念
な
ど

か
ら
、
将
来
不
安
に
苛
ま
れ
た
非
正
規
労

働
者
の
中
に
は
、
結
婚
も
ま
ま
な
ら
な
い

方
が
少
な
く
な
い
。

　
こ
う
し
た
構
造
問
題
の
根
底
に
あ
る
の

が
、
労
働
市
場
の
機
能
不
全
だ
。
極
端
に

二
極
化
し
た
雇
用
シ
ス
テ
ム
、
解
雇
に
対

す
る
硬
直
的
な
規
制
、
過
重
労
働
な
ど
の

こ
と
だ
。
現
状
、
日
本
企
業
は
、
過
去
の

判
例
に
縛
ら
れ
て
、
事
実
上
、
破
綻
す
る

寸
前
ま
で
リ
ス
ト
ラ
が
で
き
な
い
と
言
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
。
企
業
内
失
業
と
人

手
不
足
が
併
存
す
る
状
況
を
是
正
し
、
景

気
が
良
い
時
に
、
成
長
分
野
へ
の
労
働
資

源
の
移
動
を
円
滑
に
進
め
る
こ
と
が
肝
要

で
あ
る
。

　
第
三
に
、
企
業
の
「
新
陳
代
謝
」
を
積

極
的
に
進
め
る
べ
き
だ
。
日
本
企
業
は
世

界
最
高
水
準
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い

る
が
、
必
ず
し
も
適
正
な
価
格
と
は
言
い

難
い
。
例
え
ば
、
１
万
円
程
度
で
、
１
泊

２
食
付
き
の
あ
る
程
度
の
宿
泊
施
設
に
泊

ま
る
こ
と
が
で
き
る
先
進
国
は
、
日
本
以

外
に
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
今
後
は
企
業
数

を
削
減
し
て
不
毛
な
低
価
格
競
争
に
歯
止

め
を
か
け
る
と
同
時
に
、
最
低
賃
金
の
引

き
上
げ
な
ど
を
通
じ
て
労
働
生
産
性
を
改

善
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
長
年
タ
ブ
ー
視
さ
れ

て
き
た
、（
１
）
移
民
、（
２
）
労
働
市
場

の
流
動
化
、（
３
）
企
業
の
新
陳
代
謝
な

ど
へ
の
取
り
組
み
の
遅
れ
こ
そ
が
、
わ
が

国
で
賃
金
や
労
働
生
産
性
が
伸
び
悩
む
根

本
原
因
で
あ
り
、
こ
れ
ら
に
正
面
か
ら
取

り
組
む
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

　
安
倍
政
権
に
は
、「
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
（
大

衆
迎
合
主
義
）」
に
陥
る
こ
と
な
く
、「
国

民
に
と
っ
て
耳
の
痛
い
構
造
改
革
」
を
断

行
す
る
こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。

問
題
を
解
決
す
る
こ
と
。
ま
た
職
業
訓
練

の
充
実
や
女
性
が
働
き
や
す
い
環
境
づ
く

り
に
よ
っ
て
、
成
長
分
野
に
人
材
が
シ
フ

ト
で
き
る
仕
組
み
を
つ
く
る
こ
と
。
こ
れ

ら
の
労
働
市
場
の
改
革
は
、
生
産
性
の
向

上
だ
け
で
な
く
、
少
子
化
対
策
に
も
つ
な

が
る
。

　
１
９
６
２
年
に
米
国
の
ケ
ネ
デ
ィ
大
統

領
が
残
し
た
「
屋
根
を
直
す
と
し
た
ら
、

よ
く
晴
れ
た
日
に
限
る
」
と
い
う
有
名
な

言
葉
が
あ
る
。

　
こ
の
言
葉
を
現
在
の
日
本
に
当
て
は
め

れ
ば
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
効
果
な
ど
か
ら

景
気
の
良
い
今
こ
そ
、
国
民
に
と
っ
て
耳

の
痛
い
課
題
に
正
面
か
ら
取
り
組
み
、
中

長
期
的
に
持
続
可
能
（
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
）

な
成
長
基
盤
を
整
備
す
る
こ
と
が
必
要
と

な
る
。

　
筆
者
は
、
現
在
、
安
倍
政
権
が
提
案
し

て
い
る
労
働
市
場
改
革
に
は
不
十
分
な
視

点
が
三
つ
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
第
一
の
課
題
は
、ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
（
多

様
性
）
を
推
進
し
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
技

術
革
新
）
を
加
速
さ
せ
る
こ
と
だ
。
最
新

の
経
営
学
の
知
見
に
よ
れ
ば
、
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
は
、
異
な
っ
た
専
門
分
野
や
価
値

観
を
有
す
る
、
多
種
多
様
な
メ
ン
バ
ー
が

自
由
闊
達
（
か
っ
た
つ
）
に
議
論
す
る
中

か
ら
生
ま
れ
る
。
急
速
な
少
子
高
齢
化
の

進
展
を
勘
案
す
る
と
、
わ
が
国
で
も
「
移

民
」
に
関
す
る
議
論
を
タ
ブ
ー
視
す
る
べ

き
で
は
な
か
ろ
う
。

　
第
二
に
、
解
雇
規
制
の
改
革
な
ど
を
通

じ
て
、
労
働
市
場
の
流
動
化
を
推
進
す
る

労働市場改革に
                  残された課題
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専門相談窓口のご案内
岸和田商工会議所では、 「専門相談窓口」 を設置して、 経営の幅広い分野にわたる悩みやご相談をお受けしています。
弁護士・税理士・弁理士・社会保険労務士などの各分野の専門家が親切かつ丁寧に対応して、 適切なアドバイスをいたします。
ご相談はすべて無料、 もちろん秘密は厳守いたします。 お気軽にご利用ください。
なお、 各相談窓口をご利用の際は、 電話にて事前にご予約をお願いいたします。

法    律

税務・経理

よろず相談

創    業

事業承継

8 月23 日（木）相談日 13:00 ～ 16:00 弁護士〔商取引・不動産取引・中小企業法務〕

9 月25 日（火）相談日 13:00 ～ 16:00 弁護士〔労務・債権回収〕

9 月27 日（木）相談日 13:00 ～ 16:00 弁護士〔商取引・不動産取引・中小企業法務〕

9 月23 日（月）相談日 13:00 ～ 16:00 公認会計士・税理士

8 月22 日（水）相談日 10:00 ～ 16:50 大阪府よろず支援拠点コーディネーター

9 月15 日（水）相談日 10:00 ～ 16:50 大阪府よろず支援拠点コーディネーター

相談日  事前にご希望の日時をご連絡ください。 商工会議所経営指導員

相談日  事前にご希望の日時をご連絡ください。 事業承継コーディネーター

相談の申込み・お問い合わせは

072-439-5023
岸和田商工会議所 中小企業相談所まで

TEL.

小会議室

大会議室

２Ｆ

３Ｆ

２Ｆ

集 会 室 6,000
12,000
9,000
15,000
7,000
10,000

9時～12時

19,000
38,000
28,500
47,500
14,000
20,000

13時～21時

25,000
50,000
37,500
62,500
21,000
30,000

9時～21時

14,000
28,000
21,000
35,000
14,000
20,000

9時～17時

11,000
22,000
16,500
27,500
7,000
10,000

18時～21時

9,000
18,000
13,500
22,500
7,000
10,000

13時～17時 定 員

210名

面 積

356㎡

基本料金

営利料金

基本料金

営利料金

市内

市外

冷房使用料

暖房使用料

1,200
2,400
1,800
3,000
1,000

9時～12時

3,800
7,600
5,700
9,500
2,000

13時～21時

5,000
10,000
7,500
12,500
3,000

9時～21時

2,800
5,600
4,200
7,000
2,000

9時～17時

2,200
4,400
3,300
5,500
1,000

18時～21時

1,800
3,600
2,700
4,500
1,000

13時～17時 定 員

12名

面 積

31㎡

基本料金

営利料金

基本料金

営利料金

市内

市外

冷暖房使用料

2,000
4,000
3,000
5,000
3,000

9時～12時

6,500
13,000
9,750
16,250
6,000

13時～21時

8,500
17,000
12,750
21,250
9,000

9時～21時

4,800
9,600
7,200
12,000
6,000

9時～17時

3,700
7,400
5,550
9,250
3,000

18時～21時

3,000
6,000
4,500
7,500
3,000

13時～17時 定 員 面 積

基本料金

営利料金

基本料金

営利料金

市内

市外

冷暖房使用料

90名 136㎡

【単位：円〈消費税込〉】

【単位：円〈消費税込〉】

【単位：円〈消費税込〉】

※座席のみの場合、400名まで使用可能

※座席のみの場合、150名まで使用可能

注）使用内容によっては、お貸しできない場合があります。また、市外営利目的の場合は、大阪府内の方に限ります。

セミナーや会議、研修など様々なニーズに合わせてお使い頂けます。 貸会議室に関するお問い合わせは

072-439-5287
岸和田市立産業会館 貸室担当岸和田市立産業会館 貸会議室のご案内

熊谷 亮丸（くまがい みつまる）

株式会社大和総研
常務取締役 調査本部副本部長 チーフエコノミスト
財務省、総務省、内閣官房、内閣府、参議院など
の公職を歴任。２０１８年より経済同友会幹事。
２０１１年より株式会社財界研究所「財界賞・経
営者賞」選考委員会　選考委員。

　
今
後
、
わ
が
国
が
取
り
組
む
べ
き
成
長

戦
略
の
「
宝
の
山
」
は
労
働
市
場
改
革
で

あ
る
。

　
労
働
市
場
で
、
安
定
的
な
「
メ
ン
バ
ー

シ
ッ
プ
型
正
社
員
」
と
不
安
定
な
「
非
正

規
労
働
者
」
と
い
う
極
端
な
二
極
化
が
定

着
し
て
い
る
こ
と
は
、
二
つ
の
深
刻
な
構

造
問
題
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。

　
第
一
の
問
題
は
、
労
働
生
産
性
の
低
迷

に
伴
う
国
際
競
争
力
の
低
下
だ
。
す
な
わ

ち
、
正
社
員
は
強
大
な
人
事
権
の
下
で
、

い
わ
ば
「
何
で
も
屋
」
的
な
働
き
方
を
強

い
ら
れ
る
の
で
、
過
重
労
働
問
題
が
深
刻

化
す
る
ケ
ー
ス
が
後
を
絶
た
な
い
。
そ
れ

と
引
き
換
え
に
、
彼
ら
は
事
実
上
の
雇
用

保
障
を
与
え
ら
れ
て
い
る
た
め
、
新
規
成

長
産
業
へ
の
円
滑
な
労
働
移
動
が
遅
れ
、

産
業
構
造
の
変
化
は
停
滞
し
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
弊
害
は
、
非
正
規
労
働
者
へ
の
職

業
訓
練
が
不
十
分
な
こ
と
と
相
ま
っ
て
、

労
働
生
産
性
の
低
迷
を
招
い
て
い
る
。

　
第
二
の
問
題
は
、
国
民
の
将
来
不
安
を

背
景
と
す
る
、
個
人
消
費
の
低
迷
や
少
子

化
の
進
展
だ
。
格
差
固
定
化
の
懸
念
な
ど

か
ら
、
将
来
不
安
に
苛
ま
れ
た
非
正
規
労

働
者
の
中
に
は
、
結
婚
も
ま
ま
な
ら
な
い

方
が
少
な
く
な
い
。

　
こ
う
し
た
構
造
問
題
の
根
底
に
あ
る
の

が
、
労
働
市
場
の
機
能
不
全
だ
。
極
端
に

二
極
化
し
た
雇
用
シ
ス
テ
ム
、
解
雇
に
対

す
る
硬
直
的
な
規
制
、
過
重
労
働
な
ど
の

こ
と
だ
。
現
状
、
日
本
企
業
は
、
過
去
の

判
例
に
縛
ら
れ
て
、
事
実
上
、
破
綻
す
る

寸
前
ま
で
リ
ス
ト
ラ
が
で
き
な
い
と
言
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
。
企
業
内
失
業
と
人

手
不
足
が
併
存
す
る
状
況
を
是
正
し
、
景

気
が
良
い
時
に
、
成
長
分
野
へ
の
労
働
資

源
の
移
動
を
円
滑
に
進
め
る
こ
と
が
肝
要

で
あ
る
。

　
第
三
に
、
企
業
の
「
新
陳
代
謝
」
を
積

極
的
に
進
め
る
べ
き
だ
。
日
本
企
業
は
世

界
最
高
水
準
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い

る
が
、
必
ず
し
も
適
正
な
価
格
と
は
言
い

難
い
。
例
え
ば
、
１
万
円
程
度
で
、
１
泊

２
食
付
き
の
あ
る
程
度
の
宿
泊
施
設
に
泊

ま
る
こ
と
が
で
き
る
先
進
国
は
、
日
本
以

外
に
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
今
後
は
企
業
数

を
削
減
し
て
不
毛
な
低
価
格
競
争
に
歯
止

め
を
か
け
る
と
同
時
に
、
最
低
賃
金
の
引

き
上
げ
な
ど
を
通
じ
て
労
働
生
産
性
を
改

善
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
長
年
タ
ブ
ー
視
さ
れ

て
き
た
、（
１
）
移
民
、（
２
）
労
働
市
場

の
流
動
化
、（
３
）
企
業
の
新
陳
代
謝
な

ど
へ
の
取
り
組
み
の
遅
れ
こ
そ
が
、
わ
が

国
で
賃
金
や
労
働
生
産
性
が
伸
び
悩
む
根

本
原
因
で
あ
り
、
こ
れ
ら
に
正
面
か
ら
取

り
組
む
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

　
安
倍
政
権
に
は
、「
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
（
大

衆
迎
合
主
義
）」
に
陥
る
こ
と
な
く
、「
国

民
に
と
っ
て
耳
の
痛
い
構
造
改
革
」
を
断

行
す
る
こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。

問
題
を
解
決
す
る
こ
と
。
ま
た
職
業
訓
練

の
充
実
や
女
性
が
働
き
や
す
い
環
境
づ
く

り
に
よ
っ
て
、
成
長
分
野
に
人
材
が
シ
フ

ト
で
き
る
仕
組
み
を
つ
く
る
こ
と
。
こ
れ

ら
の
労
働
市
場
の
改
革
は
、
生
産
性
の
向

上
だ
け
で
な
く
、
少
子
化
対
策
に
も
つ
な

が
る
。

　
１
９
６
２
年
に
米
国
の
ケ
ネ
デ
ィ
大
統

領
が
残
し
た
「
屋
根
を
直
す
と
し
た
ら
、

よ
く
晴
れ
た
日
に
限
る
」
と
い
う
有
名
な

言
葉
が
あ
る
。

　
こ
の
言
葉
を
現
在
の
日
本
に
当
て
は
め

れ
ば
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
効
果
な
ど
か
ら

景
気
の
良
い
今
こ
そ
、
国
民
に
と
っ
て
耳

の
痛
い
課
題
に
正
面
か
ら
取
り
組
み
、
中

長
期
的
に
持
続
可
能
（
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
）

な
成
長
基
盤
を
整
備
す
る
こ
と
が
必
要
と

な
る
。

　
筆
者
は
、
現
在
、
安
倍
政
権
が
提
案
し

て
い
る
労
働
市
場
改
革
に
は
不
十
分
な
視

点
が
三
つ
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
第
一
の
課
題
は
、ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
（
多

様
性
）
を
推
進
し
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
技

術
革
新
）
を
加
速
さ
せ
る
こ
と
だ
。
最
新

の
経
営
学
の
知
見
に
よ
れ
ば
、
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
は
、
異
な
っ
た
専
門
分
野
や
価
値

観
を
有
す
る
、
多
種
多
様
な
メ
ン
バ
ー
が

自
由
闊
達
（
か
っ
た
つ
）
に
議
論
す
る
中

か
ら
生
ま
れ
る
。
急
速
な
少
子
高
齢
化
の

進
展
を
勘
案
す
る
と
、
わ
が
国
で
も
「
移

民
」
に
関
す
る
議
論
を
タ
ブ
ー
視
す
る
べ

き
で
は
な
か
ろ
う
。

　
第
二
に
、
解
雇
規
制
の
改
革
な
ど
を
通

じ
て
、
労
働
市
場
の
流
動
化
を
推
進
す
る

労働市場改革に
                  残された課題
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景気観測

11

渡辺　和博／わたなべ・かずひろ

日経ＢＰ総研マーケティング戦略研究所上席研究員。

１９８６年、筑波大学大学院理工学修士課程修了。

同年、日本経済新聞社入社。日経パソコン、日経ビ

ジネス、日経トレンディなどＩＴ分野、経営分野、

コンシューマ分野の専門誌編集部を経て現職。

　「
テ
レ
ビ
で
紹
介
さ
れ
て
か
ら
大
変
な
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
」。
地
方
発
の
ヒ
ッ
ト
商
品

が
テ
レ
ビ
の
全
国
放
送
か
ら
生
ま
れ
た
例
は

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
特
に
、
最
近
は
人
気

タ
レ
ン
ト
が
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
番
組
で
紹
介
し

て
か
ら
バ
カ
売
れ
し
た
と
い
う
ケ
ー
ス
を
よ

く
聞
き
ま
す
。
真
面
目
に
や
っ
て
い
な
が
ら

注
目
さ
れ
な
い
商
品
が
ほ
と
ん
ど
の
中
、
一

気
に
知
名
度
を
上
げ
る
と
い
う
、
と
て
も
大

き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
一
方
で
、
そ

れ
に
付
随
し
て
ブ
ラ
ン
ド
を
保
つ
た
め
に
、

そ
れ
ま
で
に
な
い
努
力
を
強
い
ら
れ
る
の
も

確
か
で
す
。

　
静
岡
県
賀
茂
郡
西
伊
豆
町
の
三
角
屋
水
産

の
「
伊
豆
の
チ
カ
ラ
（
殻
絞
り
海
老
ソ
ー
ス
）」

は
テ
レ
ビ
の
あ
る
有
名
料
理
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー

番
組
で
紹
介
さ
れ
て
か
ら
と
い
う
も
の
、
そ

れ
ま
で
月
間
２
０
０
個
程
度
の
生
産
量
だ
っ

た
も
の
が
、
一
気
に
月
間
２
万
個
も
注
文
が

来
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
当
然

一
時
的
に
品
切
れ
に
な
り
、
そ
の
後
も
必
死

で
生
産
を
続
け
て
い
ま
す
。
単
に
納
期
が
遅

く
な
る
だ
け
な
ら
ま
だ
よ
か
っ
た
の
で
す
が
、

も
っ
と
困
っ
た
こ
と
が
起
き
て
い
ま
す
。
も

と
も
と
西
伊
豆
の
特
産
で
あ
る
伊
勢
海
老
を

原
料
と
し
て
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
商
品
で
す
。

な
く
な
る
と
、
卸
の
事
業
者
が
他
の
生
産
者

の
名
前
に
付
け
替
え
て
出
荷
し
て
い
た
と
い

う
事
件
が
起
き
ま
し
た
。
こ
う
な
る
と
、
最

終
的
に
消
費
者
も
生
産
者
も
満
足
で
き
ず
に

不
幸
に
な
る
と
い
う
結
果
を
招
き
ま
す
。

　
で
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

私
は
地
方
発
の
ヒ
ッ
ト
商
品
は
細
く
長
く
高

い
価
値
を
保
っ
て
売
れ
続
け
る
こ
と
を
目
指

す
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に

紹
介
さ
れ
る
と
き
は
あ
ら
か
じ
め
「
売
り
切

れ
御
免
」
を
宣
言
し
て
、
数
量
よ
り
も
品
質

を
担
保
す
る
方
が
、
長
い
目
で
見
れ
ば
地
域

に
価
値
を
も
た
ら
す
の
だ
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
は
知
名
度
と
ブ
ラ
ン
ド
（
の
れ
ん
）
価
値

を
分
け
て
、
ブ
ラ
ン
ド
（
の
れ
ん
）
価
値
を

優
先
す
る
考
え
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

伊
勢
海
老
が
よ
く
取
れ
る
地
域
だ
け
に
、

ち
ょ
っ
と
ヒ
ゲ
が
欠
け
た
り
足
が
傷
つ
い
た

り
し
た
、
い
わ
ゆ
る
Ｂ
級
品
の
伊
勢
海
老
が

安
く
安
定
的
に
調
達
で
き
て
い
ま
し
た
。
そ

も
そ
も
、
こ
の
商
品
は
こ
う
し
た
Ｂ
級
品
の

伊
勢
海
老
を
有
効
に
活
用
で
き
な
い
か
と
い

う
発
想
か
ら
開
発
さ
れ
た
商
品
で
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
一
気
に
注
文
数
が
増
え
て
し

ま
っ
た
た
め
に
、
地
元
産
だ
け
で
は
調
達
価

格
の
安
い
Ｂ
級
品
の
伊
勢
海
老
が
ま
っ
た
く

足
り
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
原
価

ア
ッ
プ
を
覚
悟
の
上
で
、
値
段
の
高
い
き
れ

い
な
伊
勢
海
老
を
使
う
か
、
あ
る
い
は
伊
豆

以
外
の
地
域
か
ら
原
料
を
調
達
す
る
か
を
迫

ら
れ
ま
し
た
。
同
社
の
中
島
健
常
務
取
締
役

に
よ
れ
ば
、「
も
と
も
と
地
元
の
漁
師
さ
ん
に

お
金
を
回
す
た
め
に
つ
く
っ
た
商
品
の
原
料

を
他
か
ら
買
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
」
と
、

地
元
か
ら
原
価
の
高
い
材
料
を
仕
入
れ
な
が

ら
生
産
を
続
け
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
数

多
く
の
注
文
が
あ
る
け
れ
ど
、
い
く
ら
つ
く
っ

て
も
も
う
か
ら
な
い
商
品
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
そ
う
で
す
。

　
東
北
地
方
の
あ
る
老
舗
の
和
菓
子
屋
さ
ん

で
は
、
テ
レ
ビ
に
出
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で

注
文
が
殺
到
し
、
発
送
や
納
品
が
間
に
合
わ

マスコミで注目されることには
　　　　　　　　デメリットも
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渡辺　和博／わたなべ・かずひろ
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情報box情報box ハローワーク岸和田
●求人数・求職者数の状況
2018年6月

職業計

職業計

専門的・技術的職業
事務的職業
販売の職業
サービスの職業
保安の職業
生産工程の職業
輸送・機械運転の職業
建設・採掘の職業
運搬・清掃等の職業

2,500

582

265

198

420

35

320

195

233

231

一　般 パート
有効求人

一　般 パート
有効求職

一　般 パート
有効求人倍率

1,981

315

260

102

592

183

173

55

15

275

2,691

306

749

167

271

12

184

138

46

577

1,696

173

342

86

189

14

49

23

2

627

0.93

1.90

0.35

1.19

1.55

2.92

1.74

1.41

5.07

0.40

1.17

1.82

0.76

1.19

3.13

13.07

3.53

2.39

7.50

0.44

ハローワーク岸和田

●求人賃金・求職賃金の状況
2018年6月

専門的・技術的職業
事務的職業
販売の職業
サービスの職業
保安の職業
生産工程の職業
輸送・機械運転の職業
建設・採掘の職業
運搬・清掃等の職業

257,949

282,636

233,005

284,548

219,517

253,705

289,314

346,087

208,682

上限 下限
求人募集賃金

常用フルタイム

希望賃金
求職者

198,853

219,632

185,487

223,580

186,724

182,905

221,418

211,514

172,612

204,475

233,067

185,091

213,429

193,088

219,259

243,500

223,333

198,254

1,140

1,498

1,052

951

1,085

1,093

967

1,095

983

下限上限
求人募集賃金

常用的パート

希望賃金
求職者

1,029

1,283

958

934

967

1,026

934

1,077

922

981

1,298

922

916

1,006

905

925

1,005

930

ハローワーク岸和田

★ハローワーク岸和田　Tel　072-431-5541

今、多くの企業が労働生産性向上を考えています！ご存知
ですか？

今後、労働力人口の減少が見込まれる中で経済成長を図っていくため、従業員の能力開発・意欲向上、働きやすさ
の改革、成果を高める設備の導入など検討されています。事業所における生産性向上の取組みを支援するため、一
部の助成金では、「生産性要件」（３年度前に比べて６％以上伸びていること等）を満たしている場合に、その助成
額、又は助成率の割増があります。

生産性要件算定シートの項目の説明
①給料手当②賞与③通勤費④福利厚生費、その他  
①減価償却費  
①地代家賃②賃借料  
①租税公課  
①営業利益  

左記４項目の合計金額
雇用保険被保険者数
生産性（１）／（２）

（１）付加価値
（2）
（3）

（3）直近年度-（3）3年前年度／
（3）３年前年度

生産性伸び率の
計算式

人件費
減価償却費
動産・不動産賃借料
租税公課
営業利益

生産性の計算

「生産性要件算定シート」は厚生労働省のホームページに掲載「http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000137393.html」

岸和田商工会議所パソコン教室

072-438-3981

〈お問い合わせ〉

（運営委託：株式会社ピーシーポート）

ＴＥＬ
住所 岸和田市別所町３-１３-２６〈岸和田商工会議所内〉

◇ 授業料1回50分 1,000円
料金は月謝制。一度に多額の費用は不要です。機器使用料
200円（1回）、教室維持費1,000円（1ヶ月）が別途必要です。

◇ 自由予約制（振替可能）
忙しい方も安心！好きな日時を予約して通えます。
予約の振替も可能です。月４回からお申込頂けます。

◇ 個別指導により貴社に役立つ授業を実現
個別授業なので、自分に必要な内容だけを自分のペースで
学べます。日常のお困りごとをお尋ね頂くことも可能です。

◇ 仕事に役立つ講座が多数あります
Ｗｏｒｄ/Ｅｘｃｅｌ/ＰｏｗｅｒＰｏｉｎｔ/Ａｃｃｅｓｓなど一般向け講座とは
別にビジネスに役立つ講座を多数ご用意しております。

もういいかげんに手書きの見積・請求書は卒業したい。

社員に研修を受けさせたいが費用が高くて予算と合わない。

忙しくて一斉に受講させることができない。

自分のＩＴスキルが不足しているため、社員にＩＴ活用を支持できない。

パソコンを使いこなせるのはあの社員だけ。彼が辞めたらどうしよう。

パソコンを活用する必要性は感じるが、踏ん切りがつかずズルズルと先延ばしにしている。

こんなお悩みを低コストで解決します！今すぐお電話下さい！

無料授業料１回無料授業料１回

会員事業所特典会員事業所特典

事業主の皆様へ

パソコンを活用できていますか？
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住所 岸和田市別所町３-１３-２６〈岸和田商工会議所内〉

◇ 授業料1回50分 1,000円
料金は月謝制。一度に多額の費用は不要です。機器使用料
200円（1回）、教室維持費1,000円（1ヶ月）が別途必要です。

◇ 自由予約制（振替可能）
忙しい方も安心！好きな日時を予約して通えます。
予約の振替も可能です。月４回からお申込頂けます。

◇ 個別指導により貴社に役立つ授業を実現
個別授業なので、自分に必要な内容だけを自分のペースで
学べます。日常のお困りごとをお尋ね頂くことも可能です。

◇ 仕事に役立つ講座が多数あります
Ｗｏｒｄ/Ｅｘｃｅｌ/ＰｏｗｅｒＰｏｉｎｔ/Ａｃｃｅｓｓなど一般向け講座とは
別にビジネスに役立つ講座を多数ご用意しております。

もういいかげんに手書きの見積・請求書は卒業したい。

社員に研修を受けさせたいが費用が高くて予算と合わない。

忙しくて一斉に受講させることができない。

自分のＩＴスキルが不足しているため、社員にＩＴ活用を支持できない。

パソコンを使いこなせるのはあの社員だけ。彼が辞めたらどうしよう。

パソコンを活用する必要性は感じるが、踏ん切りがつかずズルズルと先延ばしにしている。

こんなお悩みを低コストで解決します！今すぐお電話下さい！

無料授業料１回無料授業料１回

会員事業所特典会員事業所特典

事業主の皆様へ

パソコンを活用できていますか？
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法事・同窓会・各種宴会・慶事・最大60名
地車入魂式・出張パーティー・宅配プラン

無料送迎バス・法要ルーム完備・カラオケ設備

岸和田市包近町748-１
0120-43-2312
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